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研究成果の概要（和文）：若年者の自傷行為に対する援助態度およびその関連要因を検討することを目的に研究を実施
し、以下の成果を得た。まず、若年者が身近な他者の自傷行為に遭遇した場合の援助態度として、嫌悪感情等から過度
に関わりを回避する傾向と、情緒的に巻き込まれ過度に援助に没入する傾向といった両極端な傾向があることが明らか
となった。また、この援助態度を測定するための自傷行為に対する非適応的援助態度尺度を作成した。

研究成果の概要（英文）：The present study explored attitudes of young people toward self-injurers in a 
helping situation. As its results, young people had two sides of attitudes toward self-injurers in a 
helping situation; one was avoidance, the other was over-concern. In addition, ‘’Non-adaptive Attitudes 
toward Self-injurers in a Helping Situation Scale” was developed.

研究分野：臨床心理学
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１．研究開始当初の背景 
本邦で実施された調査の結果、中高生の約

1 割が過去にリストカットなどの非致死的な
手段を用いた自傷行為を経験していること
が明らかにされており 1)、今や自傷行為は思
春期・青年期の重要な精神保健的課題の一つ
となっている。また、こうした非致死的な自
傷行為は、横断的には自殺企図と異なる行動
ではあるものの、将来の自殺企図を予測する
重要な危険因子でもある 2)。 
若年の自傷行為経験者の特徴の一つに、援
助希求行動が乏しいという傾向が挙げられ
る。事実、英国の調査では若年の自傷行為経
験者の中で医療機関に相談した者は 1割程度
にすぎないという結果が得られている 3)。し
かしながら、この英国の調査では、若年自傷
行為経験者の多くが大人には相談しないも
のの、友人を相談相手として選ぶ傾向がある
ことが同時に明らかにされており、近年では
自傷行為に対する若年者同士のピア・サポー
トの可能性が欧米諸国を中心に注目されて
いる。 
一方、若年者は自殺や自傷行為といった自
殺関連行動の伝染（contagion）が生じやす
い一群であることも多くの研究によって報
告されてきた 4)。その意味では、ピア・サポ
ートという名のもとに、若年者同士のみで自
傷行為という問題を扱うことは、むしろ有害
である可能性すらある。 
上記のような議論を踏まえ、すでに諸外国
では、若年者同士で友人の自傷行為に気づき、
それを大人や専門家への相談につなげると
いった一連のスキルを、モデリングなどの手
法を用いて教育するプログラムが開発され
ている 5-7)。 
近年、若年者の自殺死亡率が上昇しつつあ
るわが国においても、同様の教育プログラム
の開発と効果の検証は喫緊の課題となって
いる。ところが、自傷行為をめぐるピア・サ
ポートにおいて重要な役割を担う「援助を提
供する側」を対象とした研究はこれまでほと
んど行われていなかった。いうまでもなく、
援助関係とは援助を求める側と援助を提供
する側の相互作用行為であるため、わが国に
適したプログラムを開発するためには、わが
国における若年者同士の関係性を考慮に入
れながら、独自のピア・サポートの方法論を
構築する必要性がある。 

 
２．研究の目的 
（1）自傷行為を行っている者への援助に対
して若年者がどのように考えているのか、す
なわち「若年者の自傷行為に対する援助態
度」の構造を明らかにするとともに、この「自
傷行為に対する援助態度」に関連する要因を
明らかにする。 
 
（2）自傷予防教育プログラムの効果測定に
活用可能な、若年者の自傷行為に対する援助
態度尺度を開発する。 
 
３．研究の方法 
（1）「自傷行為に対する援助態度」を「援助
の必要性の認識」、「援助動機」、「自らの援助
可能性（援助行動を生起させる自信）」の 3
つの領域に便宜的に分類し、31 名の大学生の
協力を得て、それぞれの領域における態度に
ついて自由記述形式で回答してもらい、その
結果を定性的に分析した。また、高校生 280
名に対して質問紙調査を実施し、若年者が身
近な人の自傷行為に遭遇した場合にとる援
助行動とその際に体験する感情体験との関
連性を検討した。 
 
（2）先に示した（1）の研究結果と先行研究
のレビューをもとに、「自傷行為に対する非
適応的援助態度尺度」を作成し、因子構造の
確認や信頼性・妥当性の検討を行う目的で、
大学生・専門学校生 227 名に質問紙調査を実
施した。 
 
４．研究成果 
（1）若年者が身近な他者の自傷行為に遭遇
した場合の援助態度として、嫌悪感情等から
過度に関わりを回避する傾向と、情緒的に巻
き込まれ過度に援助に没入する傾向といっ
た両極端な傾向があることが明らかとなっ
た。また、こうした態度には性差があり、前
者は男子で、後者は女子でより顕著に認めら
れることが示唆された。さらに、自傷者に対
する援助行動が生起しない背景には、嫌悪・
回避的感情が関連しているパターンがある
一方で、自らも自傷経験があるために自傷を
特別な行為として感じておらず援助の必要
性を感じていない、あるいは同じ経験のある
者として同情心は湧くものの他者の自傷に
関わることで自分が不安定になるのを避け
るために援助を行わない、といった場合があ
ることも明らかとなった。 
 
（2）若年者が身近な他者の自傷行為に遭遇
した際の援助における過度な回避・没入傾向
を測定するための「自傷行為に対する非適応
的援助態度尺度」における質問項目の抽出を
行い、因子構造の確認や尺度の信頼性・妥当
性の検討を行うためのデータ収集を完了す
ることができた。 
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